
 

 

 
5．荒瀬ダム本体等撤去工事 設計図面集 
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図面番号 図　　　面　　　名　　　称 縮尺 備考 図面番号 図　　　面　　　名　　　称 縮尺 備考

1-1 堤体平面図 図示 貯水池土工 5-9 【第2段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-3) S=1/200

1-2 上流面図 S=1/600 仮締切及び 5-10 【第3段階(その1)】上流面図 S=1/600

1-3 下流面図 S=1/600 仮設坂路 5-11 【第3段階(その1)】下流面図 S=1/600

1-4 標準断面図 S=1/300 (段階別) 5-12 【第3段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(3-1) S=1/600

撤去 2-1 上流面図 S=1/600 5-13 【第3段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(3-2) S=1/200

2-2 下流面図 S=1/600 5-14 【第3段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(3-3) S=1/200

2-3 荒瀬ダム横断図(1) S=1/200 5-15 【第3段階(その2)】上流面図 S=1/600

2-4 荒瀬ダム横断図(2) S=1/200 5-16 【第3段階(その2)】下流面図 S=1/600

2-5 荒瀬ダム横断図(3) S=1/200 5-17 【第3段階(その2)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1) S=1/600

2-6 荒瀬ダム横断図(4) S=1/200 5-18 【第3段階(その2)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200

2-7 荒瀬ダム横断図(5) S=1/200 5-19 【第4段階(その1)】上流面図 S=1/600

2-8 荒瀬ダム横断図(6) S=1/200 5-20 【第4段階(その1)】下流面図 S=1/600

2-9 荒瀬ダム横断図(7) S=1/200 5-21 【第4段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1) S=1/600

2-10 荒瀬ダム横断図(8) S=1/200 5-22 【第4段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200

2-11 荒瀬ダム横断図(9) S=1/200 5-23 【第4段階(その2)】上流面図 S=1/600

2-12 荒瀬ダム横断図(10) S=1/200 5-24 【第4段階(その2)】下流面図 S=1/600

2-13 荒瀬ダム横断図(11) S=1/200 5-25 【第4段階(その2)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1) S=1/600

2-14 荒瀬ダム横断図(12) S=1/200 5-26 【第4段階(その2)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200

2-15 荒瀬ダム横断図(13) S=1/200 5-27 【第5段階】上流面図 S=1/600

2-16 荒瀬ダム横断図(14) S=1/200 5-28 【第5段階】下流面図 S=1/600

2-17 荒瀬ダム横断図(15) S=1/200 5-29 【第5段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-1) S=1/600

2-18 荒瀬ダム横断図(16) S=1/200 5-30 【第5段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-2) S=1/200

2-19 荒瀬ダム横断図(17) S=1/200 5-31 【第5段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-3) S=1/200

施工計画 3-1 水位低下設備工掘削施工計画図 図示 5-32 【第6段階(その1)】上流面図 S=1/600

3-2 本体取壊し施工計画図(3-1) S=1/600 5-33 【第6段階(その1)】下流面図 S=1/600

3-3 本体取壊し施工計画図(3-2) S=1/300 5-34 【第6段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1) S=1/600

3-4 本体取壊し施工計画図(3-3) S=1/400 5-35 【第6段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200

鉄筋切断 4-1 鉄筋切断位置図 S=1/200 5-36 【第6段階(その2)】上流面図 S=1/600

・足場 4-2 鉄筋切断用単管足場組立図 S=1/300 5-37 【第6段階(その2)】下流面図 S=1/600

4-3 削孔用枠組足場組立図(門柱下部) S=1/200 5-38 【第6段階(その2)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1) S=1/600

4-4 削孔用枠組足場組立図(門柱上部) S=1/100 5-39 【第6段階(その2)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200

貯水池土工 5-1 【第1段階】上流面図 S=1/600 5-40 撤去完了後上流面図 S=1/600

仮締切及び 5-2 【第1段階】下流面図 S=1/600 5-41 撤去完了後下流面図 S=1/600

仮設坂路 5-3 【第1段階】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1) S=1/600 5-42 撤去完了後平面図 S=1/600

(段階別) 5-4 【第1段階】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200

5-5 【第2段階】上流面図 S=1/600

5-6 【第2段階】下流面図 S=1/600

5-7 【第2段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-1) S=1/600

5-8 【第2段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-2) S=1/200
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注）図面番号は、図面右下のNo.に対応する。



図面番号 図　　　面　　　名　　　称 縮尺 備考 図面番号 図　　　面　　　名　　　称 縮尺 備考

仮設道路 6-1 下流側工事用道路平面図(EL 19.65) S=1/1000 濁水処理 9-11 【第6段階】濁水処理及び給排水設備配置図 S=1/600

6-2 下流側工事用道路縦断図(EL 19.65)
V=1/200
H=1/1000 設備 9-12 【第6段階】濁水処理及び給排水設備縦断図 S=1/600

6-3 下流側工事用道路横断図(1)(EL 19.65) S=1/200 工事用 10-1 電力設備配線図 S=1/600

6-4 下流側工事用道路横断図(2)(EL 19.65) S=1/200 動力設備 10-2 受変電設備図 ―

6-5 下流側工事用道路横断図(3)(EL 19.65) S=1/200 10-3 電力設備配線系統図 ―

6-6 下流側工事用道路横断図(4)(EL 19.65) S=1/200 その他 11-1 汚濁防止フェンス計画図 S=1/3000

6-7 下流側工事用道路横断図(5)(EL 19.65) S=1/200 11-2 遮音壁計画図 S=1/2000

6-8 下流側工事用道路横断図(6)(EL 19.65) S=1/200 擦付 12-1 取水工部(右岸)擦付護岸工平面図 S=1/200

6-9 下流側工事用道路横断図(7)(EL 19.65) S=1/200 護岸工 12-2 取水工部(右岸)擦付護岸工断面図 S=1/200

6-10 下流側工事用道路横断図(8)(EL 19.65) S=1/200 12-3 取水工部(右岸)擦付護岸工詳細図 図示

6-11 下流側工事用道路横断図(9)(EL 19.65) S=1/200 13-1 荒瀬ダム水位低下設備一般図 S=1/300

6-12 下流側工事用道路平面図(EL 18.00) S=1/1000 13-2 荒瀬ダム水位低下設備水位低下ゲート扉体組立図(ローラーゲート) S=1/40

6-13 下流側工事用道路縦断図(EL 18.00)
V=1/200
H=1/1000 13-3 荒瀬ダム水位低下設備水位低下ゲート扉体組立図(スライドゲート) S=1/40

6-14 下流側工事用道路横断図(1)(EL 18.00) S=1/200 13-4 荒瀬ダム水位低下設備仮締切設備組立図 S=1/60

6-15 下流側工事用道路横断図(2)(EL 18.00) S=1/200 13-5 荒瀬ダム水位低下設備仮締切設備構造図その1 S=1/60

6-16 下流側工事用道路横断図(3)(EL 18.00) S=1/200 13-6 荒瀬ダム水位低下設備仮締切設備構造図その2 S=1/60

6-17 下流側工事用道路横断図(4)(EL 18.00) S=1/200 構造 13-7 荒瀬ダム水位低下設備仮締切設備構造図その3 S=1/60

6-18 下流側工事用道路横断図(5)(EL 18.00) S=1/200 13-8 荒瀬ダム水位低下設備開閉装置組立図 S=1/200

6-19 下流側工事用道路横断図(6)(EL 18.00) S=1/200 13-9 荒瀬ダム水位低下設備ロープカバーとシーブの関係 S=1/60

下流仮橋 7-1 仮橋一般図（その1） 図示 13-10 荒瀬ダム水位低下設備電動ラック式開閉機組立図 S=1/40

7-2 仮橋一般図（その2） 図示 13-11 荒瀬ダム水位低下設備ロープシーブ及び架台組立図 S=1/60

7-3 仮橋一般図（その3） 図示 13-12 荒瀬ダム水位低下設備開閉装置架台組立図 S=1/100

7-4 仮橋詳細図（その1） S=1/100 13-13 荒瀬ダム水位低下設備付属設備組立図 S=1/60

7-5 仮橋詳細図（その2） 図示 13-14 荒瀬ダム水位低下設備開閉機械側操作盤外形図 S=1/20

7-6 仮橋架設参考図 S=1/200 13-15 荒瀬ダム水位低下設備単線結線図 ―

上流仮橋 8-1 上流仮橋一般図 図示 14-1 水位低下設備　仮締切設備吊込み要領図 S=1/200

8-2 上流仮橋詳細図（その1） S=1/200 14-2 水位低下設備　仮締切設備吊下し要領図 S=1/200

8-3 上流仮橋詳細図（その2） 図示 14-3 水位低下設備　扉体吊込み要領図 S=1/200

8-4 上流仮橋架設計画図 S=1/400 14-4 水位低下設備　扉体吊下ろし要領図 S=1/200

濁水処理 9-1 【第1段階】濁水処理及び給排水設備配置図 S=1/600 14-5 水位低下設備　開閉装置吊込み要領図 S=1/200

設備 9-2 【第1段階】濁水処理及び給排水設備縦断図 S=1/600

9-3 【第2段階】濁水処理及び給排水設備配置図 S=1/600

9-4 【第2段階】濁水処理及び給排水設備縦断図 S=1/600

9-5 【第3段階】濁水処理及び給排水設備配置図 S=1/600

9-6 【第3段階】濁水処理及び給排水設備縦断図 S=1/600

9-7 【第4段階】濁水処理及び給排水設備配置図 S=1/600

9-8 【第4段階】濁水処理及び給排水設備縦断図 S=1/600

9-9 【第5段階】濁水処理及び給排水設備配置図 S=1/600

9-10 【第5段階】濁水処理及び給排水設備縦断図 S=1/600
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図面番号 図　　　面　　　名　　　称 縮尺 備考 図面番号 図　　　面　　　名　　　称 縮尺 備考

15-1 洪水吐きゲート　操作橋撤去要領図 S=1/400

15-2 洪水吐きゲート　扉体撤去要領図（１） S=1/200

15-3 洪水吐きゲート　扉体撤去要領図（２） S=1/400

15-4 洪水吐きゲート　開閉装置撤去要領図 S=1/200

16-1 取水ゲート　開閉装置撤去要領図 S=1/400

16-2 取水ゲート　扉体撤去要領図 S=1/500

17-1 放水路ゲート　放水路制水門扉体組立図 ― （注）

17-2 放水路ゲート　走行巻上機組立図 ― （注）

18-1 排水管平面図 S=1/800

18-2 排水管縦横断面図 図示

（注）建設当時の図面を使用

排水管

種     別 種     別

洪水吐き
ゲート撤去
施工計画

取水ゲート
撤去施工計画

放水路ゲート
撤去施工計画

図　　　面　　　目　　　録 ( 3 / 3 )
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注）図面番号は、図面右下のNo.に対応する。
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 5
00

R=1 000

2
 0
00

418

250 4 500 250 5 050

EL 36.000

1
 0
001
 0
00

1 600

750

1 790

EL 28.000

4 000

800 800 800

1
 5
00

R=
20
 0
00

2 000

1:0.5

1 410

R
=8
 3
39

R
=8
 3
39

CL

EL 46.500

最低水位 EL 30.400

設計洪水位 EL 32.000

常時満水位 EL 32.500

EL 33.500

越流部標高 EL 22.300

EL 20.600

EL 11.000

2
 0
00

600

エプロン  EL 14.000

エプロン  EL 13.000

水抜孔

2 500 1 500 4 000 9 000 2 600 3 000 19 000
1 000

2 400

4 000 41 000

1
 0
00

1
 0
00 1
 0
00

EL 15.000

EL 14.000

300 500

6 000

R
=
1
 
50
00

左 岸 越 流 部 S=1/300

R=500

グ
ラ
ウ
ト
孔

8
 0
00

1 500

非 越 流 部 S=1/300

750 3 500 750

5 000

EL 35.000～EL 36.000

3 500

堤
軸
線

(

非
越
流
部)

堤
軸
線

(

越
流
部)

R=800R=800

EL 33.000
常時満水位 EL 32.500
設計洪水位 EL 32.000

最低水位 EL 30.400

EL 14.000

1 000 12 600

8
00

BC 30.064

x=3.
5+0.

1y
2

1:0.8

6
 
000

1 500
グ
ラ
ウ
ト
孔

500

500

右 岸 越 流 部 S=1/300

CL

500

1
1
,
30
0

1
0
,
20
0

1
,0
00

1
3
,
00
0

5
00

1
 0
00

EL 35.000

EL 46.500

常時満水位 EL 32.500

EL 33.500

越流部標高 EL 22.300

EL 11.000

5 500

1 500 3 000

R
=3
 5
00

R=1 000
2 000

1
 0
00 1
 5
00

2
 0
00

418

EL 12.500

R=
20
 0
00

R
=8
 3
39

4 000

800 800 800

1
 5
00

600

EL 36.000

250 4 500 250 5 850

1
 0
001
 0
00

1 650

750

EL 28.000

2 500 1 500 5 000 2 000 4 000 2 000 6 000 1 000 18 500
1 000

1 500

4 000 41 000

EL 15.000

300 500

6 000

R
=
1
 
50
00

3
 5
00

1
 5
00

エプロン  EL 14.000 R=500

1
 0
00

グ
ラ
ウ
ト
孔

8
 0
00

8°

1 000

EL 33.000

EL 35.000

EL 26.000

2 000
CL

グ
ラ
ウ
ト
孔

3
 0
00

遮 水 壁 部

最低水位 EL 30.400

設計洪水位 EL 32.000

1:
0.
1

1:0.5

標 準 断 面 図

1:0.1

1
:0
.1

2,400

2,400

3,000

3,450

4,200

3,000

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

標 準 断 面 図

1/300

1-4

1
-
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J3J0 J4J2

J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 33.500

EL 22.300

凡  例
上流元地形

岩　盤

撤去範囲

県　道国　道

地中部 左岸河床部 106,900 澪筋部 30,000 右岸部 21,500 地中部

撤去なし 元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去
全撤去(露岩) 現下流地形を基準に撤去 撤去なし

下流面堤体形状

8,00010,50019,5005,00063,30037,3004,50010,2001,500

EL 14.000
EL 11.500

EL 17.000

EL 22.369

BL.5断面 BL.6断面 BL.7断面 BL.8断面 BL.9断面 BL.10断面 BL.11断面 BL.12断面 BL.13断面 BL.14断面 BL.15断面BL.4断面BL.3断面0

20

40

60

EL(m)

0

20

40

60

EL(m)

EL 12.600

EL 29.000

EL 17.800

BL.5断面 BL.6断面 BL.7断面 BL.8断面 BL.9断面 BL.10断面 BL.11断面 BL.12断面 BL.13断面 BL.14断面

BL.15断面

BL.4断面BL.3断面

※着岩状況に合わせて

　コンクリート撤去

3,200 10,000 3,200 10,000 3,500 15,000 3,500 15,000 3,5003,200 10,0003,200 10,000 15,000 3,500 15,000 3,500

3,960 4,230

非越流部  19,500越流部  4@15,000+5@3,500=77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

158,400

EL 26.000

EL 27.000

EL 35.160

3,350 6,850 3,000 7,500 6,300 8,200 5,000 7,300 5,900 7,300 5,900 8,200 5,000 9,000 7,500 7,500 6,000

1,000

7,500 7,500 4,500 3,500 7,000 8,000

上流元地形

撤去範囲下面

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

上 流 面 図

1:600

3,500

下流撤去範囲

(建設時の地形)

コンクリート

残存範囲

EL 46.500

3,700 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 3,850

上流元地形

撤去範囲下面

5,000

EL 35.000EL 35.000

ダム天端標高　EL 36.000

5,000

4
,0

00

5,000

4
,0

00

4,500 4,500

4,750 8,0009,00014,00015,00015,00012,00015,00014,00014,10013,20012,30014,50015,00013,7007,5009,000

6,000 4,500

1,810

BL.2断面

BL.2断面

BL.16断面

BL.16断面

ローラーゲート
@10 000×10 500

ローラーゲート
@15 000×10 500

下流撤去範囲

撤去範囲下面

下流堤体形状

1,500

1
,0

00

7.41%

24,500

1
,0

00

4.08%

3,8005,700 15,000 9,000 3,000

13,5002,000

BL.1断面

BL.1断面

4,750

9,500 5,500

HWL 34.190

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。

J.3+9.5断面

J.3+9.5断面

3,200 11,800

上 流 面 図 S=1/600

2-1

1
-
8



非越流部  19,500 越流部  4@15,000+5@3,500=77,500 越流部  4@10,000+4@3,200=52,800 非越流部  35,000

210,800

3,500 15,000 3,500 15,000 3,500 10,000 3,200 10,000 3,200

ローラーゲート
@10 000×10 500

ローラーゲート
@15 000×10 500

EL 14.000 EL 13.000

EL 20.000

張ｺﾝｸﾘｰﾄ

EL 29.000

下 流 面 図 S=1/600
凡  例

コンクリート

下流元地形

地中部左岸河床部 106,900澪筋部 30,000右岸部 21,500地中部

元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去 撤去なし全撤去(露岩)
基準に撤去

撤去なし 現下流地形を

4,7508,000 9,000 14,000 15,000 15,000 12,000 15,000 14,000 14,100 13,200 12,300 14,500 15,000 13,700 7,500 9,000

158,400

0

20

40

60

EL(m)

0

20

40

60

EL(m)

10,500 19,500 5,000 63,300 37,300 4,500 1,500

EL 11.500

EL 17.000

EL 22.369

BL.5断面BL.6断面BL.7断面BL.8断面BL.9断面BL.10断面BL.11断面BL.12断面BL.13断面BL.14断面BL.15断面 BL.4断面

EL 15.900

BL.5断面BL.6断面BL.7断面BL.8断面BL.9断面BL.10断面BL.11断面BL.12断面BL.13断面BL.14断面

BL.15断面

BL.4断面 BL.3断面

3,500 15,0003,500 15,000 10,000 3,200 10,000 3,200

3,720 1,910

J3 J0J4 J2

J5J6J7J8J9J10J11J12J13

J14J15J16 J1

EL 35.160

EL 26.830

※着岩状況に合わせて
　コンクリート撤去

EL 20.650

EL 26.000

5,980 10,200

BL.3断面

8,000

下流元地形

撤去範囲下面

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

下 流 面 図

1:600

EL 46.500

3,850 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 3,700

ダム天端標高　EL 36.000

5,000 5,000

下流元地形

撤去範囲下面

EL 36.000
EL 35.000

EL 36.000
EL 35.000

(建設時の地形)

残存範囲

4
,0

00

4
,0

00

6,8506,8507,5009,5005,0005,0007,3005,9007,3005,9008,2005,0009,0007,5007,5006,0006,0007,5007,5008,0007,0008,0001,500 7,500

5,500 5,500 5,500 5,500

1,890

3,000 3,780 1,910

岩　盤

撤去範囲

BL.2断面

BL.2断面

BL.16断面

BL.16断面

720 2,200 1,890

撤去範囲下面

3,000 9,000 1,500

13,500

7.41%

24,500

4.08%

5,7003,800

11,800

1
,0

00

1
,0

00

2,000

BL.1断面

BL.1断面

4,750

9,5005,500

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。

J.3+9.5断面

J.3+9.5断面

3,200

15,000

2-2
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H.W.L  EL32.500

BL. 1

BL. 2

G.H 37.536

G.H 42.280

荒瀬ダム横断図（１） S=1/200

DL=30.000

DL=25.000

BL. 3

G.H 31.564

DL=25.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１）

1:200

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

L.W.L EL 31.000

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

H.W.L EL 32.500

2-3

1
-
1
0



荒瀬ダム横断図（２） S=1/200

ＮＯ．７ ＮＯ．６

L.W.L EL 31.000

推定岩盤線

敷き石 t=10cm

基礎コンクリート

DL=20.000

J 3

BL. 4

G.H 24.500

DL=15.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（２）

1:200

元地形

※魚道設計図を流用。

6,450 2,400

H.W.L EL 32.500

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

ダム天端標高  EL36.000

無筋(非越流部)

現地形

貯水池掘削後地形

現地形

貯水池掘削後地形

EL 26.494撤去範囲下面

2-4

1
-
1
1



ＮＯ．７ ＮＯ．６ ＮＯ．５
ダム天端標高  EL36.000

EL15.433

EL13.800

EL13.200
推定岩盤線

J 4

DL=15.000

EL 21.455

EL19.120

荒瀬ダム横断図（３） S=1/200

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（３）

1:200

撤去範囲下面

※J 4は、魚道設計図を流用。

※BL. 4は、ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

無筋(非越流部)

貯水池掘削後地形

現地形

J 3+9.5

G.H 24.500

DL=15.000

EL 22.369

非
越
流
部
ダ
ム
軸

撤去範囲下面

元地形

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

無筋(非越流部)

2-5

1
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1
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J4+6.3

G.H 24.500

DL=15.000

荒瀬ダム横断図（４） S=1/200

J 4+6.3

G.H 22.700

EL 14.000

DL=10.000

EL 20.408

EL 20.408

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（４）

1:200

撤去範囲下面

撤去範囲下面

現地形

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

元地形

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

無筋(非越流部)

無筋(越流部)一般部

貯水池掘削後地形

2-6

1
-
1
3



荒瀬ダム横断図（５） S=1/200
BL.5

G.H 22.700

EL 14.000

DL=10.000

J 5
G.H 20.700

EL 13.000

DL=10.000

EL 19.876

EL 19.045

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（５）

1:200

撤去範囲下面

撤去範囲下面

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)一般部

2-7

1
-
1
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荒瀬ダム横断図（６） S=1/200

BL.6
G.H 20.700

EL 13.000

DL=10.000

J 6

G.H 19.180

EL 13.000

DL=5.000

EL 18.213

EL 17.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（６）

1:200

撤去範囲下面

撤去範囲下面

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

1:0.63

EL 18.920

1:0.63

EL 18.920

1.:1.0

1.:1.0

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)一般部

2-8
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荒瀬ダム横断図（７） S=1/200
BL.7

G.H 19.180

EL 13.000

DL=10.000

J 7

G.H 18.300

EL 14.000

DL=10.000

EL 16.374

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（７）

1:200

EL 16.720撤去範囲下面

撤去範囲下面

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

EL23.000
(工事用道路)

1:0.63

EL 18.920

1:0.63

EL 18.920

1.:1.0

1.:1.0

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)一般部

(1:2.0)

2-9
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荒瀬ダム横断図（８） S=1/200

BL.8

G.H 18.300

EL 14.000

DL=10.000

J 8

G.H 17.430

EL 14.000

DL=10.000

EL 16.095

EL 15.706

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（８）

1:200

撤去範囲下面

撤去範囲下面

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形EL23.000

EL23.000

EL17.500

EL17.500

(工事用道路)

(工事用道路)

EL 14.000

4
,0

00

水位低下設備

1:0.63

EL 18.920

1:0.63

EL 18.920

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)一般部

無筋(トンネル)

1:1.2

1:1.2

1:2.0

1:2.0

EL12.500

2-10
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荒瀬ダム横断図（９） S=1/200

BL.9

G.H 17.430

EL 14.000

DL=10.000

J 9

G.H 16.490

EL 14.000

DL=10.000

EL 15.469

EL 15.043

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（９）

1:200

撤去範囲下面

撤去範囲下面

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

EL17.500

EL13.000

EL12.500

EL 14.000

4
,0

00

水位低下設備

1:0.63

EL 18.920

1:0.63

EL 18.920

1:2.0

1:1.2

1:1.2
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荒瀬ダム横断図（１０） S=1/200

BL.10

G.H 16.490

EL 14.000

DL=10.000

J 10

G.H 16.20

EL 14.000

DL=10.000

EL 14.687

EL 14.332

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１０）

1:200

撤去範囲下面

撤去範囲下面

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

1:1.0

EL14.000

1:0.63
1:0.63

EL 18.920

EL 18.920

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)一般部

1:1.2
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荒瀬ダム横断図（１１） S=1/200

BL.11

G.H 16.20

EL 14.000

DL=10.000

J 10+7.0

G.H 16.20

EL 14.000

DL=10.000

EL 14.047

EL 14.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１１）

1:200

撤去範囲下面

撤去範囲下面

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

1:0.63
1:0.63

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)一般部

2-13

1
-
2
0



荒瀬ダム横断図（１２） S=1/200

J 11

G.H 13.212

EL 14.000

DL=10.000

BL.12

G.H 13.212

EL 14.000

DL=10.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１２）

1:200

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

(着岩面以上全撤去)

(着岩面以上全撤去)

EL 14.000

1:0.63

撤去範囲下面

EL 14.000

1:0.63

撤去範囲下面

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)基礎部

無筋(越流部)基礎部
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荒瀬ダム横断図（１３） S=1/200

J 12

G.H 13.212

EL 14.000

DL=10.000

J 12+4.5

G.H 13.212

EL 14.000

DL=10.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１３）

1:200

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

(着岩面以上全撤去)

(着岩面以上全撤去)

EL 14.000

1:0.63

撤去範囲下面

1:0.63

EL 14.000撤去範囲下面

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)基礎部

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)基礎部
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荒瀬ダム横断図（１４） S=1/200

BL.13

G.H 13.400

EL 15.000

DL=10.000

J 13

G.H 13.400

DL=10.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１４）

1:200

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

(着岩面以上全撤去)

(着岩面以上全撤去)

※推定断面

1:0.63
1:0.63

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)基礎部

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)基礎部

1.:1.0
1.:1.0

2-16

1
-
2
3



荒瀬ダム横断図（１５） S=1/200

BL.14

G.H 17.452

EL 20.650

DL=10.000

J 13+10.0

G.H 17.452

EL 20.650

DL=10.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１５）

1:200

EL17.122

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

撤去範囲下面

撤去範囲下面

無筋(越流部)一般部

無筋(越流部)一般部

1.:1.0

1.:1.0
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荒瀬ダム横断図（１６） S=1/200

J 13+11.5

G.H 24.196

DL=20.000

J 14

G.H 24.196

DL=20.000

J 14+3.9

G.H 24.196

DL=20.000

EL 26.322EL 26.158

EL 26.825

EL 28.360

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１６）

1:200

EL 26.000

EL 17.800

元地形

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

現地形

J 13+13.3

G.H 24.196

DL=20.000

EL 26.175EL 26.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

※推定断面

撤去範囲下面

撤去範囲下面

撤去範囲下面

撤
去
範
囲
下
面

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

無筋(非越流部)

無筋(非越流部)

無筋(非越流部)

無筋(非越流部)

1.:1.0
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荒瀬ダム横断図（１７） S=1/200

(J 14+4.5)

G.H 24.196

DL=20.000

BL.15

EL 29.525

EL 28.253

非
越
流
部
ダ
ム
軸

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム横断図（１７）

1:200

※ブロック断面以外の断面は隣接するブロック断面を流用して撤去底面を表示している。したがって、基礎面、ダム高等は実際と合わない。

元地形

現地形

撤去範囲下面

B.L 16

G.H 30.700

DL=25.000

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

無筋(非越流部)
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J 8

G.H 17.430

DL=10.000

EL 14.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

7,500

4
,0

00

現地形

元地形

EL 23.000

1:1.2

（工事用道路）

EL 12.500

水位低下設備撤去範囲

EL17.500

1:2.0

24@1,000=24,000 376

4
,0

00

5,000

5@800=4,000

5
89

.1
8
00

5
89

.1

2
1
.8

2
1
.8

5
89

.1
8
00

5
89

.1

21.8
478.2

21.8 21.8

478.2

割岩孔 スロット孔
(自由面形成)

2
,0

00
2
,0

00

J3J0 J4J2

J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 22.300

県　道国　道

EL 14.000

0

20

40

60
EL(m)

0

20

40

60
EL(m)

EL 29.000

EL 17.800

3,200 10,000 3,20010,000 3,500 15,000 3,500 15,000 3,5003,20010,0003,200 10,000 15,000 3,500 15,000 3,500

非越流部  19,500越流部  4@15,000+5@3,500=77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

EL 26.000
EL 27.000

EL 35.160

上流元地形

水位低下設備

EL 46.500
3,700 4,200 4,200 4,200 4,500 4,500 4,500 4,500 4,000

上流元地形

EL 35.000
EL 35.000

ダム天端標高　EL 36.000

5,000

4
,0

00

5,000

4
,0

00

4,750 8,0009,00014,00015,00015,00012,00015,00014,00014,10013,20012,30014,50015,00013,7007,5009,000

下流堤体形状

7.41%4.08%

4,750
5,000

12,5009,000

5,000

撤去範囲

J9断面J8断面

11,600

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

 葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

水位低下設備工掘削施工計画

図示

放 流 工 掘 削 施 工 計 画 図

上 流 面 図 S＝1/1,000

断 面 図 S＝1/100

横 断  図 S＝1/200

施工フロー図

スロット削孔

割岩孔穿孔

割 岩 （一次破砕）

ズ  リ  搬  出

積　　　　　込

運　　　　　搬

割 岩 （二次破砕）
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J3J0 J4J2

J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 33.500

EL 22.300

県　道国　道

EL 14.000
EL 11.500

EL 17.000

EL 22.369

0

20

40

60

EL(m)

0

20

40

60

EL(m)

EL 12.600

EL 29.000

EL 17.800

3,200 10,000 3,200 10,000 3,500 15,000 3,500 15,000 3,5003,200 10,0003,200 10,000 15,000 3,500 15,000 3,500

非越流部  19,500越流部  4@15,000+5@3,500=77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

EL 26.000

EL 27.000

EL 35.160

3,350 6,850 3,000 7,500 6,300 8,200 5,000 7,300 5,900 7,300 5,900 8,200 5,000 9,000 7,500 7,500 6,000

1,000

7,500 7,500 4,500 3,500 7,000 8,000

撤去範囲下面

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

本体取壊し施工計画図(3-1)

1:600

下流撤去範囲

EL 46.500

3,700 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 3,850

撤去範囲下面

5,000

EL 35.000EL 35.000

ダム天端標高　EL 36.000

5,000

4
,0
00

5,000

4
,0
00

4,500 4,500

4,750 8,0009,00014,00015,00015,00012,00015,00014,00014,10013,20012,30014,50015,00013,7007,5009,000

6,000 4,500

ローラーゲート
@10 000×10 500

ローラーゲート
@15 000×10 500

下流堤体形状

1,500

1
,0
00

7.41%

24,500

1
,0
00

4.08%

3,8005,700 15,000 9,000 3,000

13,5002,000

4,750

9,500 5,500

3,200 11,800

EL 33.750

EL 31.500

EL 28.000

EL 24.500

EL 21.000

EL 17.500

EL 14.000

①

②

③

④

⑤
1
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7
EL 14.000

⑧

⑨

⑩

⑪

エプロン部

着岩部

（端部門柱）（端部門柱） （中央部門柱）

EL 11.000

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

EL 46.500

EL 44.200

EL 41.900

EL 39.600

EL 37.300

EL 35.000

EL 32.700

EL 30.400

EL 28.100

EL 25.800
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0

B

A

E

C

D1

D2

本体取壊し施工計画図(3-1) S=1/600

<施工区分>

A :門柱上部

B :門柱下部①

C :門柱下部②（堤体と同時撤去）

D :越流部（一般部）

E :越流部（基礎部）

1

D :非越流部2
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本体取壊し施工計画図(3-2)
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③

④

⑤

D

D

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

標 準 断 面 図

1:300

<施工区分>

A :門柱上部

B :門柱下部①

C :門柱下部②（堤体と同時撤去）

D :越流部（一般部）

E :越流部（基礎部）

1

D :非越流部2
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本体取壊し施工計画図(3-3)

(1-1断面)

(施工区分：A：ベンチ高さ2.3m)

(施工区分：C ，D1 ，D2：ベンチ高さ3.5m)

〈標準部，門柱下部②〉

〈下　部①〉

(施工区分：B：ベンチ高さ2.3m)

(施工区分：E ：ベンチ高さ1.5m)

〈基礎部〉

鉄筋切断

削　　孔

押　　落

小　　割

集　　積

積 込 み

運　　搬

門柱部施工フロー図

門柱部標準削孔図 S=1/400

越流部，非越流部，門柱部標準削孔図S=1/400

越流部，非越流部施工フロー図

(制御発破)

削　　孔

押　　落

小　　割

集　　積

運　　搬

(制御発破)

積 込 み

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

本体取壊し施工計画図(3-3)

1/400

〈上　部〉

(2-2断面)
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

鉄筋切断位置図

1:200
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EL 33.500

EL 36.000

EL14.000
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切断位置③

切断位置④

切断位置⑤

切断位置⑥

鉄筋切断位置図

左岸側門柱側面 右岸側門柱側面

S=1/200
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8,740
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

鉄筋切断用単管足場組立図

1:300

鉄筋切断用単管足場組立図 S=1/300

EL 22.300

EL 33.500

1:0.5

EL 36.000

EL14.000
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EL 28.000

EL 14.000

EL 22.300

EL 33.500

EL 36.000
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正面図

EL22.300越流部標高

1,219

側面図(上流面図)
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1,829@3=5,487

削孔用枠組足場組立図(門柱下部) S=1/200

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

1 葉之内 1

平成 23年  月

熊本県　企業局

削孔用枠組足場組立図(門柱下部)

1:200
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EL 46.500

EL36.000
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削孔用枠組足場組立図(門柱上部) S=1/100

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

1 葉之内 1

平成 23年  月

熊本県　企業局

削孔用枠組足場組立図(門柱上部)

1:100
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J3J0 J4J2

J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 22.300

凡  例
上流元地形

岩　盤

撤去範囲

県　道国　道

地中部 左岸河床部 100,600 澪筋部 30,000 右岸部 21,500 地中部

撤去なし 元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去
全撤去(露岩) 現下流地形を基準に撤去 撤去なし

下流面堤体形状

EL 14.000

0

20

40

60

EL(m)

0

20

40

60

EL(m)

EL 29.000

EL 17.800

※着岩状況に合わせて

　コンクリート撤去

3,200 10,000 3,200 10,000 3,500 15,000 3,500 15,000 3,5003,200 10,0003,200 10,000 15,000 3,500 15,000 3,500

非越流部  19,500越流部  4@15,000+5@3,500=77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

152,100

EL 26.000

EL 27.000

EL 35.160

上流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第1段階】上 流 面 図

1:600

(建設時の地形)

コンクリート

残存範囲

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。

EL 46.500

3,700 4,200 4,200 4,200 4,500 4,500 4,500 4,500 4,000

上流元地形

EL 35.000EL 35.000

ダム天端標高　EL 36.000
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4
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00

5,000

4
,0
00

4,750 8,0009,00014,00015,00015,00012,00015,00014,00014,10013,20012,30014,50015,00013,7007,5009,000

下流堤体形状

7.41%4.08%

4,750

5,000 12,5009,000 5,000

撤去範囲

J9断面

J9断面

J8断面

J8断面

11,600

【第1段階】上 流 面 図 S=1/600
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非越流部  19,500 越流部  4@15,000+5@3,500=77,500 越流部  4@10,000+4@3,200=52,800 非越流部  35,000

210,800

3,500 15,000 3,500 15,000 3,500 10,000 3,200 10,000 3,200

EL 14.000 EL 13.000

EL 20.000

張ｺﾝｸﾘｰﾄ

EL 29.000

【第1段階】下 流 面 図 S=1/600
凡  例

コンクリート

下流元地形

地中部左岸河床部 100,600澪筋部 30,000右岸部 21,500地中部

元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去 撤去なし全撤去(露岩)
基準に撤去

撤去なし 現下流地形を

4,7508,000 9,000 14,000 15,000 15,000 12,000 15,000 14,000 14,100 13,200 12,300 14,500 15,000 13,700 7,500 9,000

152,100
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EL 23.200

3,500 15,0003,500 15,000 10,000 3,200 10,000 3,200

J3 J0J4 J2

J5J6J7J8J9J10J11J12J13

J14J15J16 J1

EL 35.160

EL 26.830

※着岩状況に合わせて
　コンクリート撤去

EL 20.650

EL 26.000

下流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第1段階】下 流 面 図

1:600

EL 46.500

4,000 4,500 4,500 4,500 4,500 4,200 4,200 4,200 3,700

ダム天端標高　EL 36.000
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下流元地形

EL 36.000
EL 35.000

EL 36.000
EL 35.000

(建設時の地形)

残存範囲

4
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4
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00

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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撤去範囲
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)

1:600

【第1段階】

S=1/600【第1段階】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)
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J 8

G.H 17.430

DL=10.000

J 9
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EL 17.200
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EL 18.900

4
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00

現地形

元地形

EL 18.000

EL 23.000

1:1.2

EL 15.829 (Q=50m3/s) 

EL 16.984 (Q=253m3/s)

EL 15.829 (Q=50m3/s) 

EL 16.984 (Q=253m3/s)

（工事用道路）

EL 12.500

大型土のう

1.0m×1.0m

水位低下設備撤去範囲

水位低下設備撤去範囲

EL 18.000

EL 13.000 7,500

EL17.500

1:2.0

EL17.500

1:2.0

1:1.2

EL 14.000

2,000

4,000

EL18.000

4
,0
00

S=1/100下流締切等標準断面図

大型土のう

遮水シート

EL 15.829 (Q=50m3/s) 

EL 16.984 (Q=253m3/s)

500

500

クラッシャ-ラン
(t=10cm)

1,000500

1
,0
00

1.0m×1.0m仮設坂路

下流仮締切天端標高

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

 葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(2-2)

図示

【第1段階】

【第1段階】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200
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J3J0 J4J2

J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 22.300

凡  例
上流元地形

岩　盤

撤去範囲

県　道国　道

地中部 左岸河床部 100,600 澪筋部 30,000 右岸部 21,500 地中部

撤去なし 元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去
全撤去(露岩) 現下流地形を基準に撤去 撤去なし

下流面堤体形状

EL 14.000

BL.12断面 BL.13断面0

20

40

60

EL(m)

0

20

40

60

EL(m)

EL 29.000

EL 17.800

BL.12断面 BL.13断面

※着岩状況に合わせて

　コンクリート撤去

3,200 10,000 3,200 10,000 3,500 15,000 3,5003,200 10,0003,200 10,000

非越流部  19,500越流部  4@15,000+5@3,500=77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

152,100

EL 26.000

EL 27.000

EL 35.160

7,500 7,500 4,500 3,500 7,000

上流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第2段階】上 流 面 図

1:600

(建設時の地形)

コンクリート

残存範囲

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。

EL 46.500

3,700 4,200 4,200 4,200 4,500 4,500

上流元地形

EL 35.000EL 35.000

ダム天端標高　EL 36.000

5,000

4
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00
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4
,0
00

4,750 8,0009,00014,00015,00015,00012,00015,00014,00014,10013,20012,30014,50015,00013,7007,5009,000

下流堤体形状

7.41%4.08%

4,750

撤去範囲

15,000 3,500 15,000 3,500 15,000 3,500

4,500 4,500 4,000

撤去範囲

14,000 8,000 6,000

【第2段階】上 流 面 図 S=1/600
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非越流部  19,500 越流部  4@15,000+5@3,500=77,500 越流部  4@10,000+4@3,200=52,800 非越流部  35,000

210,800

3,500 15,000 3,500 10,000 3,200 10,000 3,200

EL 14.000 EL 13.000

EL 20.000

張ｺﾝｸﾘｰﾄ

EL 29.000

【第2段階】下 流 面 図 S=1/600
凡  例

コンクリート

下流元地形

地中部左岸河床部 100,600澪筋部 30,000右岸部 21,500地中部

元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去 撤去なし全撤去(露岩)
基準に撤去

撤去なし 現下流地形を

4,7508,000 9,000 14,000 15,000 15,000 12,000 15,000 14,000 14,100 13,200 12,300 14,500 15,000 13,700 7,500 9,000

152,100
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BL.12断面BL.13断面
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J3 J0J4 J2

J5J6J7J8J9J10J11J12J13

J14J15J16 J1

EL 35.160

EL 26.830

※着岩状況に合わせて
　コンクリート撤去

EL 20.650

EL 26.000

下流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第2段階】下 流 面 図

1:600

EL 46.500

4,500 4,500 4,200 4,200 4,200 3,700

ダム天端標高　EL 36.000

5,000 5,000

下流元地形

EL 36.000
EL 35.000

EL 36.000
EL 35.000

(建設時の地形)

残存範囲

4
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00

4
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7,5007,5008,0007,000

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(3-1)

1:600

【第2段階】

S=1/600【第2段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-1)
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部
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EL 17.340

1
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40

EL 16.000
1:
1.
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5,000

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 18.000

現地形

元地形

EL 16.984 (Q=253m3/s) 

大型土のう

1.0m×1.0m

下流仮締切等標準断面図

EL 14.000

EL 18.000
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00EL 16.000

1:
1.
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2,000

遮水シート

S=1/100

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 

500

クラッシャ-ラン
(t=10cm)

500

大型土のう

1.0m×1.0m

1
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00

1,000

仮設坂路

下流仮締切天端標高

【第2段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-2) S=1/200

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

1 葉之内 1

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(3-2)

図示

【第2段階】
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EL 18.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 

CL

第2段階撤去範囲

大型土のう

1.0m×1.0m

L.W.L EL 31.000

H.W.L EL 32.500

【第2段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-3) S=1/200

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

1 葉之内 1

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(3-3)

1:200

【第2段階】
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J3J0 J4J2

J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 22.300

凡  例
上流元地形

岩　盤

撤去範囲

県　道国　道

地中部 左岸河床部 100,600 澪筋部 30,000 右岸部 21,500 地中部

撤去なし 元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去
全撤去(露岩) 現下流地形を基準に撤去 撤去なし

下流面堤体形状
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BL.12断面0
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EL 29.000

EL 17.800
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※着岩状況に合わせて

　コンクリート撤去
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非越流部  19,500越流部  77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

152,100

EL 26.000

EL 27.000

EL 35.160

6,000

1,000

7,500 7,500

上流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第3段階その1】上 流 面 図

1:600

(建設時の地形)

コンクリート

残存範囲

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。

EL 46.500

3,700 4,200 4,200 4,200 4,500 4,500

上流元地形
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EL 35.000EL 35.000

ダム天端標高　EL 36.000
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4,750 8,0009,00014,00015,00015,00012,00015,00014,00014,10013,20012,30014,50015,00013,7007,5009,000

下流堤体形状

7.41%4.08%

4,750

撤去範囲下面

EL 11.500

撤去範囲下面

J12+4.5断面

J12+4.5断面

【第3段階その1】上 流 面 図 S=1/600
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非越流部  19,500 越流部  77,500 越流部  4@10,000+4@3,200=52,800 非越流部  35,000

210,800

3,500 15,000 3,500 10,000 3,200 10,000 3,200

EL 14.000 EL 13.000

EL 20.000

張ｺﾝｸﾘｰﾄ

EL 29.000

【第3段階その1】下 流 面 図 S=1/600
凡  例

コンクリート

下流元地形

地中部左岸河床部 100,600澪筋部 30,000右岸部 21,500地中部

元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去 撤去なし全撤去(露岩)
基準に撤去

撤去なし 現下流地形を

4,7508,000 9,000 14,000 15,000 15,000 12,000 15,000 14,000 14,100 13,200 12,300 14,500 15,000 13,700 7,500 9,000
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0

20

40

60

EL(m)

0

20

40

60

EL(m)

EL 23.200

BL.12断面
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J14J15J16 J1

EL 35.160

EL 26.830

※着岩状況に合わせて
　コンクリート撤去

EL 20.650

EL 26.000

下流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第3段階その1】下 流 面 図

1:600

EL 46.500

4,500 4,500 4,200 4,200 4,200 3,700

ダム天端標高　EL 36.000

5,000 5,000

下流元地形

EL 36.000
EL 35.000

EL 36.000
EL 35.000

(建設時の地形)

残存範囲

4
,0
00

4
,0
00

6,0006,0007,5007,500

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。

5,500 5,200 5,200

岩　盤

撤去範囲

7.41%
4.08%

4,750

撤去範囲下面

EL 11.500

撤去範囲下面

撤去範囲

J12+4.5断面

J12+4.5断面
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(3-1)

1:600

【第3段階(その1)】

S=1/600【第3段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(3-1)
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削孔機械進入坂路 1:3.0

締切内盛土

2,000 18,660 19,000

現地形

元地形

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 

EL 18.000

※地盤標高が不明なため、埋戻しコンクリート上面の標高を地盤標高とした。

撤去範囲下面

大型土のう

1.0m×1.0m

※ 着岩状況に合わせてコンクリート撤去

※

下流仮締切等標準断面図

EL 16.000

5,000

6,000

締切内盛土

1:
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S=1/100

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 
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遮水シート

大型土のう
クラッシャ-ラン

(t=10cm)
1.0m×1.0m

仮設坂路

下流仮締切天端標高

推定河床

【第3段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(3-2) S=1/200

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

1 葉之内 1

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(3-2)

図示

【第3段階(その1)】
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現地形
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EL 16.200
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6,000

締切内盛土

19,000

1:0.63

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 

※地盤標高が不明なため、埋戻しコンクリート上面の標高を地盤標高とした。

EL 18.000

(1
:1
.5
)

撤去範囲下面

大型土のう

1.0m×1.0m

※ 着岩状況に合わせてコンクリート撤去

※

【第3段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(3-3) S=1/200

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

1 葉之内 1

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(3-3)
【第3段階(その1)】
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J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 22.300

凡  例
上流元地形

岩　盤

撤去範囲

県　道国　道

地中部 左岸河床部 100,600 澪筋部 30,000 右岸部 21,500 地中部

撤去なし 元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去
全撤去(露岩) 現下流地形を基準に撤去 撤去なし

下流面堤体形状
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J12+4.5断面0
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0

20

40

60

EL(m)

EL 29.000

EL 17.800

J12+4.5断面

※着岩状況に合わせて

　コンクリート撤去

3,200 10,000 3,200 10,000 3,500 15,000 3,5003,200 10,0003,200 10,000

非越流部  19,500越流部  77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

152,100

EL 26.000

EL 27.000

EL 35.160

6,000

1,000

7,500 7,500

上流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第3段階その2】上 流 面 図

1:600

(建設時の地形)

コンクリート
残存範囲

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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4,750 8,0009,00014,00015,00015,00012,00015,00014,00014,10013,20012,30014,50015,00013,7007,5009,000

下流堤体形状

7.41%4.08%

4,750

撤去範囲下面

EL 11.500

撤去範囲下面

下流堤体形状

撤去範囲

【第3段階その2】上 流 面 図 S=1/600
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非越流部  19,500 越流部  77,500 越流部  4@10,000+4@3,200=52,800 非越流部  35,000

210,800

3,500 15,000 3,500 10,000 3,200 10,000 3,200

EL 14.000 EL 13.000

EL 20.000

張ｺﾝｸﾘｰﾄ

EL 29.000

【第3段階その2】下 流 面 図 S=1/600
凡  例

コンクリート

下流元地形

地中部左岸河床部 100,600澪筋部 30,000右岸部 21,500地中部

元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去 撤去なし全撤去(露岩)
基準に撤去

撤去なし 現下流地形を

4,7508,000 9,000 14,000 15,000 15,000 12,000 15,000 14,000 14,100 13,200 12,300 14,500 15,000 13,700 7,500 9,000
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EL 35.160

EL 26.830

※着岩状況に合わせて
　コンクリート撤去

EL 20.650

EL 26.000

下流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第3段階その2】下 流 面 図

1:600

EL 46.500
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ダム天端標高　EL 36.000

5,000 5,000

下流元地形

EL 36.000
EL 35.000

EL 36.000
EL 35.000

(建設時の地形)

残存範囲

4
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4
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00

6,0006,0007,5007,500

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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仮橋　L=59,250
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)

1:600

【第3段階(その2)】

S=1/600【第3段階(その2)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)

5-17

1
-
5
1



J 12+4.5

G.H 13.212

5,000

6,000

19,000

締切内盛土

コンクリート撤去に合わせて

順次盛土を行い、場内の作業

性を確保する。
EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 

※地盤標高が不明なため、埋戻しコンクリート上面の標高を地盤標高とした。

EL 18.000

EL 16.200

(1
:1
.5
)

大型土のう

1.0m×1.0m

下流仮締切等標準断面図 S=1/100

EL 14.000

5,000

6,000

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 
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2,000
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遮水シート

大型土のう

クラッシャ-ラン
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1:
1.
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5,000

クラッシャ-ラン
(t=10cm)

下流仮締切天端標高

1.0m×1.0m

仮設坂路

仮設坂路

推定河床

EL 14.000

DL=10.000

2,600 5,179

非
越
流
部
ダ
ム
軸

1:0.63

最上段のベンチは、

下流側と同じに削孔を

しておく。

現地形 元地形

EL 17.500

上流仮締切
大型土のう
(1.0m×1.0m)

(着岩面以上全撤去)

※ 着岩状況に合わせてコンクリート撤去

※

撤去範囲

【第3段階(その2)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

1 葉之内 1

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(2-2)

図示

【第3段階(その2)】
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J3J0 J4J2

J5 J6 J7 J8 J9 J10 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 22.300

凡  例
上流元地形

岩　盤

撤去範囲

県　道国　道

地中部 左岸河床部 100,600 澪筋部 30,000 右岸部 21,500 地中部

撤去なし 元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去
全撤去(露岩) 現下流地形を基準に撤去 撤去なし

EL 14.000
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※着岩状況に合わせて

　コンクリート撤去

3,200 10,000 3,200 10,000 3,500 15,000 3,5003,200 10,0003,200 10,000

非越流部  19,500越流部  77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

152,100

EL 26.000

EL 27.000

EL 35.160

4,500 3,500 7,000 8,000

2,500

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第4段階その1】上 流 面 図

1:600

(建設時の地形)

コンクリート
残存範囲

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。

EL 46.500
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上流元地形

EL 35.000EL 35.000
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上流元地形

下流撤去範囲下面

下流堤体形状

下流撤去範囲下面

下流面堤体形状

撤去範囲下面

J11

EL 36.000

下流堤体形状

【第4段階その1】上 流 面 図 S=1/600
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非越流部  19,500 越流部  77,500 越流部  4@10,000+4@3,200=52,800 非越流部  35,000

210,800

3,500 15,000 3,500 10,000 3,200 10,000 3,200

EL 14.000 EL 13.000

EL 20.000

張ｺﾝｸﾘｰﾄ

EL 29.000

【第4段階その1】下 流 面 図 S=1/600
凡  例

コンクリート

下流元地形

地中部左岸河床部 100,600澪筋部 30,000右岸部 21,500地中部

元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去 撤去なし全撤去(露岩)
基準に撤去

撤去なし 現下流地形を

4,7508,000 9,000 14,000 15,000 15,000 12,000 15,000 14,000 14,100 13,200 12,300 14,500 15,000 13,700 7,500 9,000
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EL 35.160

EL 26.830

※着岩状況に合わせて
　コンクリート撤去

EL 20.650

EL 26.000

下流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第4段階その1】下 流 面 図

1:600

EL 46.500
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ダム天端標高　EL 36.000

5,000 5,000

下流元地形

EL 36.000
EL 35.000

EL 36.000
EL 35.000

(建設時の地形)

残存範囲

4
,0
00

4
,0
00

8,0007,0008,0001,500

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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非越流部ダム軸
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)

1:600

【第4段階(その1)】

S=1/600【第4段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)
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BL.13

G.H 13.400

EL 15.000

DL=10.000

非
越
流
部
ダ
ム
軸

元地形

(着岩面以上全撤去)

1:0.63

2,600

EL 15.000撤去範囲下面

EL 16.000

6,000

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 

EL 18.000

大型土のう

1.0m×1.0m

19,000
削孔機械進入坂路 1:3.0

2,000 18,660

※ 着岩状況に合わせてコンクリート撤去

※

下流仮締切等標準断面図

EL 16.000

6,000

締切内盛土

2,000

EL 18.000

5
,0
00

S=1/100

EL 15.829 (Q=50m3/s)

EL 16.984 (Q=253m3/s) 

500 500

遮水シート

大型土のう

下流仮締切天端標高

1.0m×1.0m

推定河床

【第4段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-2) S=1/200

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

1 葉之内 1

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(2-2)

図示

【第4段階(その1)】
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J3J0 J4J2

J5 J6 J7 J8 J9 J10 J12 J13

J14 J15 J16J1

EL 22.300

凡  例
上流元地形

岩　盤

県　道国　道

地中部 左岸河床部 100,600 澪筋部 30,000 右岸部 21,500 地中部

撤去なし 元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去
全撤去(露岩) 現下流地形を基準に撤去 撤去なし

下流撤去範囲下面
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EL 29.000

EL 17.800

BL.13断面

※着岩状況に合わせて

　コンクリート撤去

3,200 10,000 3,200 10,000 3,500 15,000 3,5003,200 10,0003,200 10,000

非越流部  19,500越流部  77,500越流部  4@10,000+4@3,200=52,800非越流部  35,000

210,800

152,100

EL 26.000

EL 27.000

EL 35.160

4,500 3,500 7,000 8,000

上流元地形水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第4段階その2】上 流 面 図

1:600

(建設時の地形)

コンクリート
残存範囲

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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3,700 4,200 4,200 4,200 4,500 4,500

上流元地形
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ダム天端標高　EL 36.000

5,000

4
,0
00

5,000

4
,0
00
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下流撤去範囲下面
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EL 11.500

下流堤体形状

下流面堤体形状

EL 12.600

撤去範囲

撤去範囲下面

撤去範囲

【第4段階その2】上 流 面 図 S=1/600
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非越流部  19,500 越流部  77,500 越流部  4@10,000+4@3,200=52,800 非越流部  35,000

210,800

3,500 15,000 3,500 10,000 3,200 10,000 3,200

EL 14.000 EL 13.000

EL 20.000

張ｺﾝｸﾘｰﾄ

EL 29.000

【第4段階その2】下 流 面 図 S=1/600
凡  例

コンクリート

下流元地形

地中部左岸河床部 100,600澪筋部 30,000右岸部 21,500地中部

元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去 撤去なし全撤去(露岩)
基準に撤去

撤去なし 現下流地形を

4,7508,000 9,000 14,000 15,000 15,000 12,000 15,000 14,000 14,100 13,200 12,300 14,500 15,000 13,700 7,500 9,000
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J14J15J16 J1

EL 35.160

EL 26.830

※着岩状況に合わせて
　コンクリート撤去

EL 20.650

EL 26.000

下流元地形

水位低下設備

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

【第4段階その2】下 流 面 図

1:600

EL 46.500

4,500 4,500 4,200 4,200 4,200 3,700

ダム天端標高　EL 36.000
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下流元地形

EL 36.000
EL 35.000EL 35.000

(建設時の地形)

残存範囲

4
,0
00

4
,0
00

8,0007,0008,0001,500

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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非越流部ダム軸
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仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)

1:600
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【第5段階】上 流 面 図
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(建設時の地形)
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残存範囲

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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仮締切及び仮設坂路計画図(3-1)

1:600

【第5段階】

S=1/600【第5段階】仮締切及び仮設坂路計画図(3-1)
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仮締切及び仮設坂路計画図(3-2)
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撤去なし 元地形(建設時)から約2.0mの余裕を見込んで撤去
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【第6段階その1】上 流 面 図

1:600

(建設時の地形)

コンクリート
残存範囲

※ブロック断面（建設当時の作図）の位置は、断面位置の表示が無いため、構造物の標高等を考慮して推定している。

構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。
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【第6段階その1】下 流 面 図 S=1/600
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【第6段階その1】下 流 面 図
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構造的、地形的な特徴が無く、位置の推定が困難な場合は、隣接するジョイントの中間点とした。

岩　盤

3,000

24,500

4.08%

5,7003,800 15,000

1
,0
00

2,000

4,750

EL 11.500

EL 15.900

撤去範囲下面

撤去範囲

2,000

5,000

EL 17.000

撤去範囲

EL 22.369

9,5005,500

11,800 3,200

5-33

1
-
6
7



1
9

15

1
5

15

20

1
6

1 71 8

1
9

18

1
7

16

17

16

EL18.000

EL
16
. 0
00

EL18.000

締切内盛土
EL16.000

BL.8断面

BL.8断面

遮水壁　26,000 非越流部 35,000 越流部　130,300 非越流部　19,500

堤頂長　210,800

14 100
J0 J1 J1'

7 500
J2 J3

15 000
J4 J5 J6

12 300
BL.6

13 200
BL.7

J7
BL.8

J13J9J8
14 000
BL.9

15 000
BL.10

J10
12 000

J11
BL.11

15 000
BL.12 BL.13

15 000
J12

14 000
BL.14

J14
9 000
BL.15

J16J15
8 000
BL.16

取 

水 

口

BL.1
9 500

BL.2
9 000

BL.2' BL.3
13 700

BL.4
14 500
BL.5

1
:3
.0

1:1.5

9
,4
60

9
,2
00

2
,0
00

非越流部ダム軸

18,600 1,5002,500

3
8
,
50
0

1
,5
00

1
,5
00

2
,0
00

51,700

12%

17,000

1
:
1
.
5

2
,6
00
4
,9
00

EL16.000

E
L
1
8
.0
00

BC  6-0
  7+11.

191

R=60.00
0  L=9.

970

EC 
 6-0

  8+
01.1

61

R=∞
  L=

13.
839

EP 
 8+

15.0
00

撤去範囲

14,167

EL17.500

E
L
1
4
.0
00

1
:1
.2

1
:2
.
0

EL13.000

1:1.21:2.0

EL12.500

EL
.1
5.
0

EL
.1
4.
00

1:
2.
0

1:
1.
2

工事名
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縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)

1:600

【第6段階(その1)】

S=1/600【第6段階(その1)】仮締切及び仮設坂路計画図(2-1)
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(
50
0
以

上
)

適用基準

支柱杭施工方法

活荷重

形状寸法

支間

幅員

高さ

設計要領・道示・仮設指針

直接基礎(アンカーボルト取付)

ラフテレーンクレーン50t
トラック荷重(Ａ活荷重)

13.200 m

 6.000 m

 4.544 m

設計条件

架設条件 本仮橋を作業構台として使用

※構造設計は隣接支間の13.35mで計算している．

13350 18500

13350 18500

※幅員は架設条件による．(架設時クレーン張出長5.5m)

15500 850

WL17.900(計画水位)

WL15.600(平水位)

エプロン敷高
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覆工板　2000x1000x208 [-300x90x9x13

横継材 L=1900

単管パイプ　φ48.6
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　地覆
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　主桁
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DL=10.00
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仮橋一般図(その2)
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側面図
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保護コンクリート

1000x1000x7000

H-350x350x12x19

支持杭 L=5500

2-[-380x100x10.5x16

横桁 L=7000

覆工板　2000x1000x208 [-300x90x9x13

横継材 L=1900

単管パイプ　φ48.6

　高欄

[-380x100x10.5x16

　地覆

H-900x300x16x28

　主桁

H-350x350x12x19

支持杭 L=4500

L-100x100x10

綾構 L=2800 2[-150x75x6.5x10

水平つなぎ材 L=7000

13.000

14.000

16.429

18.544

19.444
19.652 19.652

19.444

18.544

16.429

14.000

15.000

WL17.900(計画水位)
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(
50
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以

上
)

WL15.600(平水位)

出
水
期

残
存

範
囲

出
水
期

撤
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範
囲
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(
50
0
以

上
)

適用基準

支柱杭施工方法

活荷重

形状寸法

支間

幅員

高さ

設計要領・道示・仮設指針

直接基礎(アンカーボルト取付)

ラフテレーンクレーン50t
トラック荷重(Ａ活荷重)

13.350 m

 6.000 m

 4.544 m

設計条件

18.500 m

 6.000 m

 4.544 m

架設条件 本仮橋を作業構台として使用

ラフテレーンクレーン25t
トラック荷重(Ａ活荷重)

※幅員は架設条件による．(50ｔ吊クレーン張出長5.5m，25ｔ吊クレーン張出長5.1m)

15500 850

WL17.900(計画水位)

WL15.600(平水位)

エプロン敷高

15500 850
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仮橋一般図(その3)
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保護コンクリート

1000x1000x7000

H-350x350x12x19

支持杭 L=5500

2-[-380x100x10.5x16

横桁 L=7000

覆工板　2000x1000x208 [-300x90x9x13

横継材 L=1900

単管パイプ　φ48.6

　高欄

[-380x100x10.5x16

　地覆

H-900x300x16x28

　主桁

H-350x350x12x19

支持杭 L=4500

L-100x100x10

綾構 L=2800 2[-150x75x6.5x10

水平つなぎ材 L=7000
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(
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)

適用基準

支柱杭施工方法

活荷重

形状寸法

支間

幅員

高さ

設計要領・道示・仮設指針

直接基礎(アンカーボルト取付)

ラフテレーンクレーン50t
トラック荷重(Ａ活荷重)

13.350 m

 6.000 m

 4.544 m

設計条件

18.500 m

 6.000 m

 4.544 m

架設条件 本仮橋を作業構台として使用

※幅員は架設条件による．(50ｔ吊クレーン張出長5.5m，25ｔ吊クレーン張出長5.1m)

ラフテレーンクレーン25t
トラック荷重(Ａ活荷重)

WL17.900(計画水位)

WL15.600(平水位)

エプロン敷高
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15500 850
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[-200x90x8x13.5

覆工板ずれ止め [-380x100x10.5x16

地覆
覆工板　2000x1000x208

N=209枚
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地覆
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主桁平面図
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横継材詳細図仮橋断面図 主桁継手部詳細図

主桁及び横桁取付詳細図
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75000

19.652

18.544

400 13200 13200 13350 18500 850

75000

No.4

仮橋架設参考図

平面図

側面図

3
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0

75@1000=75000

作
業
半
径
23500(橋

脚
杭
)

作業半径
14000(主桁

)

工事用道路設置

機　材　搬　入

橋脚締切工

橋　脚　設　置

上部地組・架設

覆 工 板 設 置

高　欄　設　置

機　材　搬　出

施工フロー図

 最大吊質量：Wmax＝0.8t

橋脚杭(H-350x350，L=4.5m)：0.6t

プレート(トップ，ベース) ：0.1t

吊フック(5t)　　　　　　 ：0.1t

 大型土のう工

 アンカーボルト設置：4-D25x450(1箇所当たり)

エプロン削孔　φ32，L=390　　樹脂注入

 保護コンクリート打設(1000x1000x7000)

 最大吊質量：Wmax＝4.1t

主　　桁(H-900x300，L=16.5m)：4.0t

吊フック(4t)　　　　　　　　：0.1t
WL17.900(計画水位)

WL15.600(平水位)

エプロン敷高

64
4

(
50
0
以

上
)

50t吊ラフテレーンクレーン

吊荷重：0.8ｔ(橋脚杭）
　　　：4.7t（主桁）

55
0
0

ア
ウ
ト

リ
ガ

張
出

15500

51
0
0

ア
ウ
ト

リ
ガ

張
出

作業半径(m)

ブーム長(m)
50t吊ラフテレーンクレーン性能表 (単位：t)

17.4 23.6 24.6 31.8 39.0 

10.0 7.95 7.90 7.85 8.70 7.60 

11.0 6.55 6.45 6.40 7.25 7.10 

12.0 5.45 5.35 5.30 6.15 6.60 

13.0 4.55 4.50 4.45 5.20 5.65 

14.0 3.85 3.75 3.70 4.45 4.90 

15.0 3.10 3.05 3.85 4.25 

16.0 2.45 2.45 3.30 3.75 

17.0 1.95 1.90 2.85 3.25 

18.0 1.45 1.45 2.35 2.85 

19.0 1.10 1.05 1.95 2.45 

20.0 0.75 0.70 1.60 2.10 

21.0 1.25 1.75 

22.0 0.95 1.45 

23.0 0.70 1.20 

24.0 0.95 

25.0 0.75 

26.0 0.55 

仮定重機：KOBELCO　RK500-2(アウトリガ中間5.5m張出/側方)

作業半径(m)

ブーム長(m)

 最大吊質量：Wmax＝0.8t

橋脚杭(H-350x350，L=4.5m)：0.6t

プレート(トップ，ベース) ：0.1t

吊フック(5t)　　　　　　 ：0.1t

 アンカーボルト設置：4-D25x450(1箇所当たり)

エプロン削孔　φ32，L=390　　樹脂注入

 保護コンクリート打設(1000x1000x7000)

 最大吊質量：Wmax＝4.7t

主　　桁(H-900x300，L=19.0m)：4.6t

吊フック(5t)　　　　　　　　：0.1t

〔支間15.5m架設時〕〔支間18.5m架設時〕

25t吊ラフテレーンクレーン

吊荷重：0.8ｔ(橋脚杭）
　　　：4.1t（主桁）

15500

作業半径
12000(主桁

)

作
業
半
径
20000(橋

脚
杭
)

25t吊ラフテレーンクレーン性能表 (単位：t)

16.66 21.31 25.97 30.62 

7.0 9.80 10.30 9.20 7.00 

8.0 7.50 7.95 8.40 7.00 

9.0 5.90 6.30 6.80 6.40 

10.0 4.75 5.15 5.60 5.90 

11.0 3.85 4.20 4.65 4.95 

12.0 3.15 3.50 3.95 4.20 

13.0 2.50 2.95 3.35 3.60 

14.0 1.95 2.45 2.85 3.15 

15.0 1.85/14.2m 1.95 2.45 2.70 

16.0 1.55 2.05 2.35 

17.0 1.25 1.70 2.05 

18.0 0.95 1.40 1.75 

19.0 0.70/18.8m 1.15 1.50 

20.0 0.90 1.25 

22.0 0.55 0.85 

24.0 0.55 

26.0 

仮定重機：KOBELCO　RK250-7(アウトリガ中間5.1m張出/側方)

敷鉄板　22x1524x3048

　n=1

敷鉄板　22x1524x3048

　n=1

S=1/400

S=1/400
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DL=30.00

DL=20.00

DL=10.00

上流仮橋一般図

平面図

側面図 標準断面図

適用基準

支柱杭施工方法

活荷重

形状寸法

支間

幅員

高さ

設計要領・道示・仮設指針

杭基礎

ラフテレーンクレーン35t
トラック荷重(Ａ活荷重)

 5.000 m

 6.000 m

 2.000 m

設計条件

架設条件 本仮橋を作業構台として使用

※幅員は架設条件による．(架設時クレーン張出長5.2m)
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工事用道路設置
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導杭打込

橋脚杭打込

上部地組・架設

覆工板設置

杭橋脚設置

機材搬出

施工フロー図

 最大吊質量：Wmax＝6.2t

バイブロハンマ　　　　　 ：5.0t

橋脚杭(H-350x350，L=3.5m)：0.5t

吊フック(50t)　　　　　  ：0.7t

 最大吊質量：Wmax＝1.5t

主　　桁(H-350x350，L=5.6m)：0.8t

吊フック(50t)　　　　　　  ：0.7t

導枠設置

導枠撤去

導杭引抜
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50t吊クローラークレーン性能表 (単位：t)

9.1 12.2 15.2 18.3 21.3 24.4 

5.0 35.1 35.0 35.0 34.9 5.0m/34.8 5.6m/29.7

6.0 26.4 26.4 26.3 26.3 26.2 26.2 

7.0 21.1 21.0 21.0 20.9 20.9 20.8 

8.0 17.5 17.5 17.4 17.4 17.3 17.3 

9.0 14.9 14.9 14.8 14.8 14.7 14.7 

10.0 9.1m/14.7 13.0 12.9 12.9 12.8 12.8 

12.0 11.7m/10.5 10.1 10.1 10.0 10.0 

14.0 8.3 8.3 8.2 8.2 

16.0 14.4m/8.0 7.0 6.8 6.8 

18.0 17.0m/6.4 5.9 5.8 

20.0 19.7m/5.2 5.0 

22.0 4.4 

仮定重機：KOBELCO　7050(主ブーム定格総荷重)
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備配置図

1:600

【第1段階】

S=1/600【第1段階】濁水処理及び給排水設備配置図
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排水用 水中ポンプ　

　φ100  7.5kw 1台

EL22.99

EL23.41

現況 施工ヤード 仮設坂路

仮橋

排水管 ビニールサクション　ホースφ125

排水設備(排水用)
(濁水処理設備～排水用 水中ポンプ)

エプロン部
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事業者名
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濁水処理及び給排水設備縦断図

1:600

【第1段階】

S=1/600【第1段階】濁水処理及び給排水設備縦断図
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事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備配置図

1:600

【第2段階】

S=1/600【第2段階】濁水処理及び給排水設備配置図
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DL=10.000
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濁水処理及び給排水設備縦断図
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【第2段階】

S=1/600【第2段階】濁水処理及び給排水設備縦断図

凡例
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備配置図

1:600

【第3段階】

S=1/600【第3段階】濁水処理及び給排水設備配置図

凡例

排水設備：

9-5
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-
1
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DL=10.000

23,450 59,400

10,500

84,100

1,770

10,720

550

7,700 30,130

74,320

3,040

3,790

1,210

10,000

1,960
濁水処理設備

　(ポータブル型)

EL28.05

EL22.99

EL23.41

現況 施工ヤード 仮設坂路

仮橋

排水管 ビニールサクション　ホースφ125

排水設備(排水用)
(濁水処理設備～排水用 水中ポンプ)

エプロン部 締切内盛土 EL14.00

施工ヤード EL19.65

1,440

2,200

P

排水用 水中ポンプ　

　φ100  7.5kw 1台

EL13.000
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濁水処理設備
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EL28.05
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排水管 ビニールサクション　ホースφ50
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(濁水処理設備～河川)
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処理水
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濁水処理設備

　(ポータブル型)
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3,040

3,790

1,210

10,000

給水管 ビニールサクション　ホースφ50
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給水設備(清水用)
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P

清水用 水中ポンプ　

　φ50  0.4kw 1台
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事業者名
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平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備縦断図

1:600

【第3段階】

S=1/600【第3段階】濁水処理及び給排水設備縦断図

凡例
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備配置図

1:600

【第4段階】

S=1/600【第4段階】濁水処理及び給排水設備配置図

凡例

排水設備：
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DL=10.000

23,450 75,100

10,500

104,870

1,770

10,720

550

7,700 30,130

74,320

3,040

3,790

1,210

10,000

1,960
濁水処理設備

　(ポータブル型)

EL28.05

EL22.99

EL23.41

現況 施工ヤード 仮設坂路

仮橋

排水管 ビニールサクション　ホースφ125

排水設備(排水用)
(濁水処理設備～排水用 水中ポンプ)

エプロン部 締切内盛土 EL14.00

施工ヤード EL19.65

5,600

2,270

P

排水用 水中ポンプ　

DL=10.000

濁水処理設備

　(ポータブル型)

EL28.05
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3,040

3,790

1,210

10,000

排水管 ビニールサクション　ホースφ50
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(濁水処理設備～河川)

排水設備(排水用)

処理水
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　φ100  7.5kw 1台

EL13.000

DL=10.000

濁水処理設備

　(ポータブル型)
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10,000
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(清水用 水中ポンプ～濁水処理設備)

給水設備(清水用)
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清水用 水中ポンプ　

　φ50  0.4kw 1台
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事業者名
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平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備縦断図
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【第4段階】

S=1/600【第4段階】濁水処理及び給排水設備縦断図

凡例
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図面名
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会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備配置図

1:600

【第5段階】

S=1/600【第5段階】濁水処理及び給排水設備配置図

凡例

給水設備：

排水設備：
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濁水処理設備

　(ポータブル型)
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給水設備(清水用)

清水用 水中ポンプ　

　φ50  0.4kw 1台

P

濁水処理設備

　(ポータブル型)

12,500

DL=10.000

EL22.99

EL23.41

EL28.05

1,960 3,040

3,790

3,710

10,050 2,920

排水設備(排水用)

4,500

工事名

図面名
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事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備縦断図
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【第5段階】

S=1/600【第5段階】濁水処理及び給排水設備縦断図

凡例

給水設備：

排水設備：
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会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備配置図

1:600

【第6段階】

S=1/600【第6段階】濁水処理及び給排水設備配置図

凡例

排水設備：
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濁水処理設備

　(ポータブル型)

16,350 2,400 8,300

1,900

1,500 10,220 13,650 4,700

77,640

EL16.000

施工ヤード EL18.000

1,800

締切内盛土

12,500

DL=10.000

排水管 ビニールサクション　ホースφ125

3,000

EL22.99

EL23.41

EL28.05

1,960 3,040

3,790

3,710 1,320 15,500

P

排水用 水中ポンプ　

　φ100  7.5kw 1台

EL14.000エプロン部

排水設備(排水用)
(濁水処理設備～排水用 水中ポンプ)

濁水処理設備

　(ポータブル型)

11,20012,500

DL=10.000

排水管 ビニールサクション　ホースφ50

EL22.99

EL23.41

EL28.05

1,960 3,040

3,790

3,710

処理水

(濁水処理設備～河川)

排水設備(排水用)

給水管 ビニールサクション　ホースφ50

(清水用 水中ポンプ～濁水処理設備)
給水設備(清水用)

清水用 水中ポンプ　

　φ50  0.4kw 1台

P

濁水処理設備

　(ポータブル型)

12,500
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EL22.99

EL23.41

EL28.05
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3,790

3,710

10,050 2,920

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

濁水処理及び給排水設備縦断図

1:600

【第6段階】

S=1/600【第6段階】濁水処理及び給排水設備縦断図

凡例

給水設備：

排水設備：
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遮水壁　26,000,000 非越流部　35,000,000 越流部　4@10,000+4@3,200=52,800,000 越流部　4@15,000+5@3,500=77,500,000 非越流部　19,500,000
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電力設備配線図

1:600

電力設備配線図

株式会社 建設技術研究所

事業者名

会社名

縮　尺

図面名

工事名

熊本県　企業局

平成 23年  月

P4 濁水処理装置

受変電設備
(第1段階のみ)

(第6段階ルート変更)

(第5段階)
P6

(第5段階)
P5

(第1段階)
P5

P1 P2

(第2段階)
P5

(第3段階)
P5

(第4段階)
P5

P8

(第2段階)
P7

(第2段階)
P6

(第1段階)
P7P7

(第5段階)

開閉機 開閉機
操作盤-2操作盤-1

照明設備

(第1段階)

P9-1 P9-2

照明設備

S=1/600

10-1

1
-
1
1
8



受　変　電　設　備　図

平成 23年  月

熊本県　企業局

株式会社 建設技術研究所

受変電設備図

会社名

事業者名

工事名

図面名

縮　尺 －

10-2

1
-
1
1
9



電　力　設　備　配　線　系　統　図

電力設備配線系統図

株式会社 建設技術研究所

熊本県　企業局

平成 23年  月

事業者名

縮　尺

会社名

図面名

－

工事名

電　力　装　柱　図

10-3

1
-
1
2
0



11-1

1
-
1
2
1



 

11-2

1
-
1
2
2



5,500 1,000 5,500 1,000 5,500 1,000 5,500 1,000 5,500 1,000 5,500

擦付護岸工

もたれ式擁壁工

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

1/200

S=1/200取水工部（右岸）擦付護岸工平面図

12-1

1
-
1
2
3



2,500

3,900

2,184 3,016

6
,0

00

6
,0

00

4,500

10,264 6,587 7,062 6,587

43,305

60
0

1
,0

00

EL 39.600

EL 33.500

EL 27.500

R1 500

地  山  線

岩　盤  線

地  山  線

旧　県　道

EL 35.000

EL 36.000

EL 33.000

EL 27.500

EL 25.976

EL 22.524

側　壁

導　流　壁

ローラーゲート(550+5.00)

1
:
0.3

R=
15
 0
00

θ
=2
6°

03
′

R=
15
 0
00

03
′

ス
ク
リ
ー
ン

捲　

揚　

台

グラウトパイプ

取 水 施 設 断 面 図

(
1:
0.
3)

500

(
1:
0.
1)

5
00

1:2
.0

(土　砂）

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社建設技術研究所

 葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

取水工部（右岸）擦付護岸工断面図

1/200

S=1/200取水工部（右岸）擦付護岸工断面図

12-2

1
-
1
2
4



6
,0

00

EL 33.500

EL 27.500

1
:
0
.
3

1
:0
.1

5
00

5
,5

00

5,500

6
,0

00

EL 27.500

EL 33.500

エラスタイト
(t=10mm)

10 105,480 500

500 1,600

2,100

a3=0.027㎡

a1

a2

1
32

1
00

3
90

9
@5

00
=4

,5
00

1
00

3
90

5
,2

80

5
,4

80

100

400 500

900

2,100

1 D13A

A2 D13

400 500

1
00

500

100

1
00

5
00

1,600

2,100

900

1 1

※チッピング範囲

※

1
32

900

A 2 12-D13 X 1,000

1
00

5,280

A 1 3-D13 X 5,280

鉄　筋　質　量　表

符　号 径
長　さ

本数
単位質量 1本当り質量 質  量

摘　要
(m) (kg) (kg) (kg)

0.995

0.995

D13

D13

A1

A2

kg27.7D13合　計

kg27.7総質量

kg27.7

5.280

1.000

3

12

5.254

0.995

15.8

11.9

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社建設技術研究所

 葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

取水工部（右岸）擦付護岸工詳細図

図示

取水工部（右岸）擦付護岸工詳細図

S=1/50正 面 図 S=1/50側 面 図

A部

S=1/30A部詳細図

側面図

1-1断面

S=1/30鉄筋加工図

12-3

1
-
1
2
5



3000

6
3
0
0

1
12
0
0

1
30
00

1
13
0
0

6400

4
4
00

15000

5900

5400

3500

5400

5000

3500

5
0
00

4
4
00

2400

2187

200

4
0
00

4800
（ローラ支間）

（純径間）

上段 - 4.0 t

扉体吊込重量

中段 - 4.0 t

下段 - 4.8 t

仮締切設備吊込重量

上流側 - 4.8 t

正 面 図 側 面 図

平 面 図

下流側 - 4.6 t

中間部下 - 4.4 t

中間部上 - 4.4 t

水位低下ゲート設計要目 仮締切設備設計要目

（純径間）
100003200

5000 5000 95005500

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

荒瀬ダム水位低下設備一般図

1:300

荒瀬ダム水位低下設備一般図 S=1/300

13-1

1
-
1
2
6



2
5
0

2
5
0

2
50

2
5
0

2
5
0

2
7
5

2
0
0

1
50

1
2
00

1
5
0
1
5
0

1
2
0
0

1
5
0
1
50

1
2
00

1
5
0

25 550
25

600 12

612

1
5
00

1
5
0
0

1
5
00

ス
キ
ン
プ
レ
ー
ト
高

・
水
密

高
 
45
00

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
50

2
5
0

275 300

1
7
30

3
0

1
4
7
0

3
0

1
4
70

1
5

1
5

1
5

1
5

1
5

1
4
95

1
0

1
4
9
0

1
0

1
4
95

2
4
5

25

600

550

12

25

7
50

2
2
5

2
2
5

3
75

3
75

2
2
5

3
7
5

7
50

2
25 3
75

2
2
5

3
75

7
5
0

2
2
5 3
75

2
4
5

381 219

600 12

7
5

2
2
5

3
00

2
0

1
2

550 3@500=1500 3@500=1500 3@500=1500 550

20 5600 20

5640

150 150

ローラ支間 5900

3
8
1

2
19

φ
15
6

1
2

φ
1
00

φ
55
0

100

3
8
1

2
1
9

1
2

600 200
40

10

200 100

2
5

5
50

2
5

1
2

1
2

5
75

912

30 177 30

吊り間隔 7000

2800

スキンプレート幅・水密幅 5500

2
5

25

3
8
1

2
1
9

5
00

4
6
0

10
16
100

298

100 150

2
0

1
10

10 50

3
8
0

1
50
1
20

20

5
0

1
0

ローラ
(SCMnCr3B)

ローラ軸
(S45C) (φ180-φ120)×60

自動調心コロ軸受

※特記無き部材は SM490 を使用する。

A

B

C

D

E

A B C

D E

上流側より見る下流側より見る
F G H J

F
G H J

［180×75×7/10.5
(SS400)

1
1
0

SM400A

SM400A

12 25

φ
40
0

φ
30
0

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

1:40

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備水位低下ゲート扉体組立図 S=1/40

(ローラーゲート)

13-2

1
-
1
2
7



2
5
0

2
5
0

2
50

2
5
0

2
5
0

2
7
5

2
0
0

1
50

1
2
00

1
5
0
1
5
0

1
2
0
0

1
5
0
1
50

1
2
00

1
5
0

25 550
25

600 12

612

1
5
00

1
5
0
0

1
5
00

ス
キ
ン
プ
レ
ー
ト
高

・
水
密

高
 
45
00

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
50

2
5
0

275 300

1
4
95

1
0

1
4
9
0

1
0

1
4
95

6
0
0

6
00

7
50

7
5
0

6
00

7
50

6
0
0 7
5
0

6
40

7
9
0

5
6
0 7
10

2
4
5

381 219

600 12

7
5

2
2
5

3
00

2
0

1
2

700 3@500=1500 3@500=1500 3@500=1500 700

20 5900 20

5940

支圧板支間 5900

6
00

1
2

3
8
1

2
1
9

1
2

450 200
40

10

200 100

2
5

5
50

2
5

1
2

1
2

5
75

912

30 177 30

吊り間隔 7000

2950

水密幅 5500

2
5

25

3
8
1

2
1
9

5
00

4
6
0

10
16

248

100 150

2
0

1
10

10 50

3
8
0

6
8
2
02

20

5
0

1
0

※特記無き部材は SM490 を使用する。

A

B

C

D

E

A B C

D E

上流側より見る下流側より見る
F G H

F
G H

［180×75×7/10.5
(SS400)

1
1
0

SM400A

SM400A
支圧板

50

5
6

スキンプレート幅 5700

100100

1
50

1
50

1
50

1
5
0

1
5
0

1
50

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

1:40

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備水位低下ゲート扉体組立図 S=1/40

(スライドゲート)

13-3

1
-
1
2
8



水密幅 5400350 350

水密幅 5500

ローラ支間 5900

200

15019 462 19

500

2
50

7
0
0

2
50

6
00

1
2
0
0

6
0
0

2
4
0
0

1
2

2
2

2
5
6

2
2

3
0
0

2
00

1
2

2
2

2
2

19

250 700 250

600 1200 600

水
密
高
 
4
50
0

1
50

3
50

3
50

1
5
0

5
0
0

5
0
0

水
路
高
 
4
40
0

22 22

12

2400

22

200

1
9

4
6
2

1
9

1
50

1200

4800

5400

2
7
0
0

6
3
0
0

3
00

5
4
0
0

5
0
0

水
路
高
 
4
40
0

5
0
0

4
6
00

3
50

9
2
0
0

240012

水
路
高
 
4
40
0

水
密
高
 
4
50
0

水路幅 5400

水密幅 5500

ローラ支間 5900

1
5
0
0

1
50

水路幅 5400

2
4
0
0

正面図

平面図

A

A

B

B

側面図

C

C

ローラ踏面 t12 (SCM435)

ゴム当り t12 

(SM490)

※特記無き部材は SM400 を使用する。

非膨潤ゴム

膨潤ゴム

水密モルタル

(SM490)

H294×200×8/12
(SS400)

H300×300×10/15
(SS400)

H200×200×8/12
(SS400)

H300×300×10/15
(SS400)

1000A
(STPY)

1
2

500

19 19462

2
00

12

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切設備組立図

1:60

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備仮締切設備組立図 S=1/60

13-4

1
-
1
2
9



水
路
高
 
44
00

水
密
高
 
45
00

5
00

1
50

3
3
1

5
0
0 3
50

1
5
0

22

1
50

12 556 22
1
9

1
9

200

8
0

ローラ支間 5900

水密幅 5500

水路幅 5400 350350

ローラ踏面 t12 (SCM435)

ゴム当り t12 

3
0
0

2
2

2
56

2
2

19

200

2
2

150

5
56

80

19

130

(SM490)

(SM490)

1
5
00

1
5
00

2
6
00

2
2
0
0

5
50

8
5
0

5
0
50 4
6
7
5

3
7
5

4
1
30

2
0

4
1
5
0

1
2
00

1
4
00

3
5
0

9
2
00

22
256 22

12 300

249
16 16 1964.2

34
0

75
°

4
8.
5°

25

50
0

284
16

16 1259 25

1600

3
4
0

5
0
0

70 155 21@250=5250 155 70

5700

7
0

1
5
5

1
7@
2
5
0=
42
5
0

1
55

7
0

4
70
0

12 600

水
路
高
 
44
00

水路幅 5400

水密幅 5500

ローラ支間 5900

水
密
高
 
45
00

下流側より見る上流側より見る

6
00

600

1
2

6
00

A

B

C

D

E

A B

C

D E

H200×200×8/12

(SS400)
H294×200×8/12

H294×200×8/12
(SS400)

(SS400)

側面図

※特記無き部材は SM400 を使用する。

12

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切設備構造図その1

1:60

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備仮締切設備構造図その1 S=1/60

13-5

1
-
1
3
0



1
9

4
62

1
9

12

200

1200

700250 250

(SM490)

22

2
00

1
2

1946219

500

2
2

150

462 1919

1
2

2
0
0

500

(SM490)

1
2
0
0

2
50

7
00

2
50

水路幅 5400

水
路

高
 
4
40
0

5
4
0
0

4
4
00

4
7
00

1
50

5
00

1
5
0
0

7
0
0

1
5
00

7
0
0

1
50

5
0
0

2
4
5
0

1
9
50

2
2

4
0
7
8

4
1
00

2
2

1200

側面図

500

500

5
00

5
0
0

1000A(φ1016×9.5)
(STPY)

4
4
00

2
2

4
0
34

2
2

21@250=5250

5700

70 155 155 70

1
7@
2
5
0=
4
2
50

4
7
00

7
0

1
55

7
0

1
5
5

680

□1280

19 700 19

1200

6
40

 
12
50

H200×200×8/12
(SS400)

φ1250

上流側より見る

A B

B

A

CD

C
D

※特記無き部材は SM400 を使用する。

1
5
0

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切設備構造図その2

1:60

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備仮締切設備構造図その2 S=1/60

13-6

1
-
1
3
1



5
0
0

5
00

水路幅 5400

5700

21@250=525015570

1
5
5

7
0

7
0

1
5
5

4
7
00

1
7
@
25
0
=
42
50

B

A
70155

上流側より見る

C

600
H200×200×8/12
(SS400)

※特記無き部材は SM400 を使用する。

4
4
00

4
7
00

1
5
0

1
50

1
5
00

5
4
0
0

4
4
00

1
5
00

7
00

5
00

7
00

5
0
0

側面図

水
路

高
 
4
40
0

500

A B

500

C

(SM490)

1
5
0

非膨潤ゴム

膨潤ゴム

水密モルタル

150

1
2

4
69

1
9

22

12

418
140

558 20

600

5
0

1
23
45
1
2

5
0

98 50

(SM490)

5050 12 12

1246919

345

5
0

9
8

1
5
0

6
00

1
40

5
58

4
1
8

2
2

2
0

150

1
2

H300×300×10/15
(SS400)

5
00

1
1
5
0

1600

25

4
0
0

5
00

6
0
0

300

25

10 840 700 200

9

2062.5

400

500

H300×300×10/15
(SS400)

5
00

6
00

3
0
0

4
00

1
5
00

354

20 314 20

12

25

410 840 700 850

2070

9

240

20 186 34

100

400

500

2800

下部受材

上部押え材

2
2

1
8
3

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切設備構造図その3

1:60

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備仮締切設備構造図その3 S=1/60

13-7

1
-
1
3
2



5000 55005000 9500

5400

100003200

平 面 図

5000

150003500

正 面 図

（純径間） （純径間）
3500

2400

側 面 図

4
0
00

2187

200

3000

(2×150kN)
１連ラック式２台

開閉装置

操作盤

1
1
2
00

1
13
0
0

6
3
00

4
4
00

EL.11.000

5
0
0
0

水位低下ゲート

EL.22.300

ロープカバー

H.W.L.32.000

EL.33.500

吊り間隔 7000

ピア

400

2
00

2
0
0

150

1
25

7
5

ロープカバー

（ｼｰﾌﾞ架台上）

ラック・ロープカバー
(開閉装置架台共用ピア)

550 550

2
00

6
0
0

1500

ラック・ロープカバー

工事名
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縮　尺
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事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

開閉装置組立図

1:200

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備開閉装置組立図 S=1/200
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事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

ロープカバーとシーブの関係図

1:60

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備ロープカバーとシーブの関係図 S=1/60
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株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

電動ラック式開閉機組立図

1:40

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備電動ラック式開閉機組立図 S=1/40
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株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

ﾛｰﾌﾟｼｰﾌﾞ及び架台組立図

1:60

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備ﾛｰﾌﾟｼｰﾌﾞ及び架台組立図 S=1/60
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事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

開閉装置架台組立図

1:100

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備開閉装置架台組立図 S=1/100
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株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

付属設備組立図

1:60

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備付属設備組立図 S=1/60
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事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

開閉機機側操作盤外形図

1:20

荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備開閉機機側操作盤外形図 S=1/20
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縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

葉之内 

平成 23年  月

熊本県　企業局

単線結線図
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荒瀬ダム水位低下設備

荒瀬ダム水位低下設備単線結線図
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切設備吊込み要領図

1:200

水位低下設備

水位低下設備 仮締切設備吊込み要領図 S=1/200
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

仮締切設備吊下し要領図

1:200

水位低下設備

水位低下設備 仮締切設備吊下し要領図 S=1/200
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

扉体吊込み要領図

1:200

水位低下設備

水位低下設備 扉体吊込み要領図 S=1/200
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

扉体下し要領図

1:200

水位低下設備

水位低下設備 扉体下し要領図 S=1/200
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

開閉装置吊込み要領図

1:200

水位低下設備

水位低下設備 開閉装置吊込み要領図 S=1/200
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

操作橋撤去要領図

1:400

洪水吐きゲート

洪水吐きゲート 操作橋撤去要領図 S=1/400
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

扉体撤去要領図(1)

1:200

洪水吐きゲート

洪水吐きゲート 扉体撤去要領図(1) S=1/200
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

扉体撤去要領図(2)

1:400

洪水吐きゲート

洪水吐きゲート 扉体撤去要領図(2) S=1/400
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

開閉装置去要領図

1:200

洪水吐きゲート

洪水吐きゲート 開閉装置去要領図 S=1/200
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

開閉装置撤去要領図

1:400

取水ゲート

取水ゲート 開閉装置撤去要領図 S=1/400
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

扉体撤去要領図

1:500

取水ゲート

取水ゲート 扉体撤去要領図 S=1/500
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注）建設当時の図面を使用
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排水管平面図 S＝1/800

工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

排水管平面図

1:800
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工事名

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

株式会社 建設技術研究所

平成 23年  月

熊本県　企業局

排水管縦横断面図
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図　示

排水管縦横断面図
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導水トンネル埋戻し工事　図面集

図面番号 図　面　名　称 縮尺

1 全体平面図 1：1500

2 導水路トンネル・導水管路縦断図 1：1000

3 導水路トンネル・導水管路一般図 図　示

4
仮設平面図
（取水口部）

1：250

5
仮設平面図
（発電所付近）

1：250

6
仮設電気設備平面図

（取水口部）
1：250

7
仮設電気設備平面図

（発電所付近）
1：250

参-1
導水路トンネル・導水管路縦断図

（年度別施工要領）
1：1000

参-2
導水路トンネル・導水管路縦断図

（2年目施工）
1：1000

参-3
導水路トンネル・導水管路縦断図

（3年目施工）
1：1000

参-4
導水路トンネル・導水管路縦断図

（4年目施工）
1：1000

参-5
導水路トンネル・導水管路縦断図

（5年目施工）
1：1000

参-6 施工要領図 1：200
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第2節　導水トンネル埋戻し工事
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第3節　発電所電気・機械設備関連工事                   
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